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脳の老化防止や「れ:返りJはI 1¥刊lii化社会にあって重要
な問題である.また ，近{I'.では，ス トレス祖会のせいもあ

って， 30歳代からJI自が右化するこ とも稀で、はない.
JliSの老化|リJll: 'ぷ:返りにはいくつかの方法が示唆されて

いるが，あごを正しい位置にすること ，つまり 「殴合是正J
がかなり有効で、ある乙 とが分かつてきたので，本稿ではそ

の証拠を示したい.

脳の中で最も早く老化するのは前頭前野である.前頭前

野はさまざまな高次脳機能を担っているが，最も重要なの

はワーキングメモりである.ワーキングメモリは思考や推

論，計画，決断などの多様な認知機能の最重要な機能で，

学業や仕事などの実生活にも深く関与する.また，通常の

老化ではもちろんのこと，認知症でワーキングメモリが大

きく低下することが分かっている

そこで ， 前頭前野のワーキン グメモリに泊同 し， 九 I I II~I I I

郎大阪大学名誉教授の協力の下に佼合比11'.による似'J*か
機能MRIによる脳イメージング法で訓べた.

まず，短期的な効果を解析するために， 11岐l佼交f介干 ;μA辻~ Iけ正|正: 〈企1: 1わi' う

前 と 是正 1刊l ' に おける I前}涌有叩D町凶ij:良~i川l

前j後妥) でで、調べ，次の2)，'~が lリ l らかになった :

1 )安静II，~・で、は交介J.t~ 1 卜 によ って lìír日 Cl lì ír仰の ( ~， lqll ， lIl l lll(

著lこWIJJIIする.

2 )ワーキングメ モリを向う|派にI.J.，1I l<: ~M I EI : . I : 川て ー

より少な いJ1ìYJ ~iJl城が治lIlJJす る .

とれらのことは，11交合J止IF，によ， CI H( lI illiíl~l (-ヘω |印怖 1 ， 1

が安静時では:li!I!JIIすること そして，ソ lンシAIリ4
働かせる |療には ， より少な い)Iì<í ~ljíh~-(" 1，，1 ~t，'; 1.): 1べ)11))リ

キングメモリ能力を発干I[することをぷす.
さらに ， 中高齢者でのやや~則的なH交介J止 11 : 1))似IJ ~~ <I.' ，~'，I

べるため ，I岐攻合是正問アプラ イアンス (1¥ルMr八川)を.尖災i什"j'ヤ'j'.サJゐ
前と日常的に装着した1ケ月f後変でで、の!脳li似i肉河川h祈riY現奴動p1助!目初IJを5印Oん泌tのリ引;r川げ，↑f朴|ド，
解析した.その結果，

1) 11交合是正開始後1ヶ月後では，ワーキングメモリを問

う際により少ない前頭前野領域が活動する (1ヌ11)

2) ワーキングメモリ能力が有意に向上する.

これら2点が示された.すなわち， 11交合是正1ヶハで，よ
り少ない脳領域でより優れたワーキングメモリ能力を発jil(

するようになった.

是正前 :!.l:1I:後(1け1)

近年の研究で，若者と高齢者が同じレベルでの認知機能

を発揮する際には，若者の方がより少ない脳領域を使うこ

とが分かつてきている.すなわち，より新い脳は，より少

ない脳領域を使ってよりま力不的に知的作業を行なう .脳機

能にと ってffi:'iJ.:.(なのはliiなる rrM'J:化Jではなく ，むしろ
「効率化」である そして，右化にflって脳活動がより非
効率化されることが|附の位化Jであるら しい
以 |ーを総介すると交イ日止11:はlIi<iを効率化させ若返らせ
るがJ泌がある と制治できる また，うつ病に代表される精

神淡必では11日(とく 1liirllfiliirDII')の非効率的活動が起きてい
ることが分か JてJJり，11交介1!:1上によるJI自の効率化によっ
てあ"ÞI I I~~ !ll\ll l d\(;1(4・1J"fi彪1'1がある.さらに，r皮合是正に
よ p て lì ír州1U~;Çll ) ~ 't''l ( lì í( lIa lì íj ~! fの II~側面)の血流量が長期的
1-W/iJII ，j ゐ L~ ;'もう}か 2た，liifO.兵眼筒皮質は免疫系と体内

;1、川lン('1'1.1，)1 lン会:i'U')を制御する高次脳領域であり，

ニ の r，~ '助 l 、 ) 1 IJ 1 Jt体の他康」に深く関係する.

J'~ 1かり ，11史 fM己 11 : は rHì~の若返り j のみならず， 心身

の1¥11)，lt~ I('J 1点Uるζとが示唆される.この結論は，n.交合

)，' 1 1 1) ) 1州制I" ) ~，II 川 と も幣介性があり . I皮合是正は 「疾病の

I'lilJ 1 ~I .J! I AC， WHOが.j:(f;奨し世界的な課題になってい

る Ifll(j.I¥ 1¥1JHllに11¥品けーる画期的な方法論であると言うこ
，1， IJI ( " 1J ， 

[ .:~ 11，' 1 
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1!lH't!1 .1 1) *' 111 r:.ール大学医学部神経生物学科において リ
1) J I ， ¥ I として研究に従事.その後，京都大学霊長
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図11佼合是正前と後で，ワーキングメモリを働かせている際の前a~ïÌÍí野のrMVJ |火12 1佼イHt!:II:.によるliijlISillH間皮質
のi';fj'l'l・化(11自の11別!!Illuilヌ1;!:dJtii1J)


